
光市農業委員会の委員の候補者の推薦及び応募の状況（２月２４日時点）

農業委員候補者推薦書

R8.7.20
時点の年齢

形態 耕作面積(㎡) 主な作物

2/17 1 金野　智恵 兼業農家 41歳2ヶ月 女

八尾市役所

光市農業振興
拠点施設「里

の厨」

H26年11月～
H28年3月

H28年6月～現
在

- - 兼業
自作地
4,000

露地野菜、果
樹

-

被推薦者は、日頃から農業に対す
る高い問題意識を持ち、地域の農
地保全や農業振興に関心を寄せて
活動しておられます。野菜や果樹
の生産、加工品の製造など、多岐
にわたる取組を行い、地域資源の
有効活用にも貢献しています。農
地や農業の課題に対して主体的に
考え、意見し、行動できる人物で
あり、地域農業の発展に大きく寄
与できる人材であるため、農業委
員として適任と考え推薦します。

いいえ

周南地域農山
漁村女性連携

会議
会長　河村真

弓

農山漁村女性
の社会参画の
促進と地位の
向上を図り、
農林漁業に従
事する女性団
体の相互連携

を図る。

8人

農林漁業生産
の振興、農林
漁家生活改善
の推進に取り
組む女性団

体、組織の代
表者等

- - -

農業委員候補者応募申込書

R8.7.20
時点の年齢

形態 耕作面積(㎡) 主な作物

2/2 1 田村 尚利 農業 70歳2ヶ月 男
JA周南

（現JA山口
県）

S60年8月～
Ｈ28年6月

合同会社
光緑匠

代表社員

農業委員

Ｈ29年2月～
現在

Ｈ29年7月～
現在

合同法人
借地

180,000
水稲、露地野
菜、施設野菜

認定農業
者

依然、地域農業は高齢化による担
い手不足から、耕作放棄地の増加
に加え天候不順また災害リスクの
高まり等、様々な課題が山積して
います。こういったことに対し、
これまでの農業委員としての知
見、担い手農業者としての経験を
活かし、農業委員として尽力した
いと思います。

いいえ

2/5 2 鬼武　敬子 農業 60歳1ヶ月 女

中村印刷(株)

企業組合
工房HaHa

S62年4月～
H6年1月

H23年7月～
現在

農業委員

山口県農家生
活改善士会副

会長

周南地域農家
生活改善士会

会長

山口県農業委
員会女性協議

会理事

H29年7月～
現在

R3年6月～
R５年５月

R3年6月～
R５年５月

R3年10月～
現在

兼業
自作地

10,890
水稲、露地野
菜、施設野菜

-

私は3期9年間、農業委員という
役職に携わさせていただき、農業
委員という立場で活動すること
で、より多くの方々と繋がりを得
ることができました。今まで培っ
た経験、知識、人との繋がり等
を、地域の農業の発展のために、
更に尽力させていただきたいと思
います。

いいえ

2/5 3 麻野　将也 農業 35歳6ヶ月 男

農事組合法人
つかり

麻野農園

H23年4月～
Ｈ30年4月

H30年4月～
現在

農業委員
R5年7月～

現在
専業

自作地
5,000
借地

10,000

水稲、露地野
菜、施設野
菜、果樹

認定農業
者

束荷で農業を営んでいるが農地の
ことはあまり詳しくない。農業委
員になることで農地のことを勉強
し、上手に活用できる方法を考え
たい。

いいえ

2/10 4 松井　智之 農業 47歳3ヶ月 男

㈱上昇

松井農場

H16年12月～
Ｈ27年2月

H28年10月～
現在

山口県JA青壮
年部周南部長

R6年4月～
現在

専業
借地

6,800
施設野菜

認定農業
者

地域の農業の現状をより詳しく知
ることができる機会であり、今
後、新規で農業をする人や、現
在、農業を営んでいる方に、様々
な知識や道具等を共有できたら、
経営の向上につながると考えてお
ります。自分自身が農業を始めて
から、新たに農業を開始する人が
少ないので、少しでも力になれる
人間へとなってみたいものです。

いいえ

被推薦者 推薦者

受付日 番号 氏名 職業 推薦の理由性別 経歴 期間
農業に関する
団体等の役職

期間

農業経営
認定

農業者
推進委員へ

の推薦
氏名・名称

活動の主たる
目的

構成員
構成員の資
格、要件等

職業 年齢 性別

応募者

応募の理由
推進委員へ
の応募

受付日 番号 氏名 職業 性別 経歴
認定農業

者
期間

農業に関する
団体等の役職

期間

農業経営



2/13 5 神田　 俊 農業 80歳11ヶ月 男

山口県信用農
業協同組合連

合会

塩田公民館・
塩田コミュニ
ティセンター

S43年4月～
H15年6月

H26年4月～
R4年3月

南すおう農業
協同組合代表

理事常務

農業委員

H15年6月～
H18年6月

R5年7月～
現在

専業
自作地
9,390

水稲、露地野
菜、果樹、花

卉
-

私は、米作・畑作の担い手農業者
です。地域は農業者の高齢化、担
い手不足等により荒廃地が急増
し、大変、危惧しております。こ
のたび、農地利用の最適化推進に
資するため応募しました・

いいえ

2/13 6 木村　則夫 農業 70歳5ヶ月 男
木村ノリオア

トリエ
S55年4月～

現在
- - 自家消費

自作地
1,000

露地野菜、果
樹

-

これまで建築設計の業務に携わ
り、土地利用や関係法令、行政手
続きと向き合ってきた経験を活か
せると考え応募しました。農地転
用や施設に関する判断においては
図面や現地状況を踏まえた実態に
即した判断が求められます。公平
公正な立場を大切に農家の声に寄
り添いながら地域に調和した農地
最適化の推進に貢献したいと考え
ています。

いいえ

2/13 7 吉岡　弘 - 70歳5ヶ月 男

柳井信用金庫

㈱サンヨウビ
ルディング

JA周南

S54年4月～
S59年12月

S60年1月～
S63年３月

S63年4月～
H30年4月

農業委員 R2年7月～
現在

自家消費
自作地
584

露地野菜 -

JAに勤務していた経験を生か
し、地域の農業者、ひいては光市
の農業者の一助となる事が出来れ
ばと考え、農業委員候補者へ応募
いたします。過去、2期6年の在
任中の経験も、農業施策の実践に
生かせたらと考えます。

いいえ

2/13 8 弘田　靖 農業 73歳4ヶ月 男 教師
S53年4月～
H25年3月

農業委員

農地利用最適
化推進委員

農業委員

H26年7月～
H29年7月

Ｈ29年7月～
R2年7月

R2年7月～
現在

専業

自作地
2,800
借地

12,400

露地野菜 -

日本の農地等の利用について非常
に関心があり、平成26年7月か
ら農業委員を9年間、農地利用最
適化推進委員を3年間拝命して活
動してきたところである。更に
「農地等の利用の最適化の推進」
に尽力したいため農業委員に応募
するものである。
抱負としては、農地利用最適化推
進委員と連携を図り、農業従事者
の意向調査、耕作放棄地の発生の
防止、新規就農者の支援、6次産
業化等を視点として活動したい。

はい

2/13 9 福𠩤　英樹 農業 51歳0ヶ月 男
福𠩤技建㈱

㈱光農会

H12年5月～
現在

H26年9月～
現在

農地利用最適
化推進委員

農業委員

H4年8月～
H5年7月

R5年7月～
現在

専業
借地

150,000
水稲、露地野

菜、麦
認定農業

者

光市の農業を維持させ整備させる
事を目的に、農業委員になって問
題を解決したい。

いいえ

2/13 10 河村 晴夫 農業 75歳4ヶ月 男

日本国有鉄道

JR西日本

S44年4月～
S62年3月

S62年4月～
H18年3月

南すおう農業
協同組合理事

農業委員

農業委員

H21年6月～
H31年3月

H23年7月～
H26年7月

H29年7月～
現在

専業

自作地
7,880
借地

1,560

水稲 -

適正な農地を維持し、遊休農地の
防止、そして地域の理想的な農地
利用のため、維持活用して行くた
めに、後継者がいない、農地が欲
しい方のため、人・農地プランを
推進して区域のために仕事をした
いと思います。

いいえ

2/16 11 西岡　昭雄 農業 74歳8ヶ月 男

㈱ビークルー
エッセ

農事組合法人　
佐田

S58年4月～
R3年12月

R4年1月～
現在

(農)佐田　監事

(農)佐田　理事

農業委員

H22年5月～
R4年3月

R4年4月～現
在

Ｒ5年7月～現
在

専業
法人としての

耕作のみ
水稲

露地野菜
認定農業

者

3年間の経験による遊休農地の発
生防止・解消に係る現地調査や指
導により、課題解決に向けて取り
組みたいと思います。

いいえ

2/16 12 宮内　昭壽 農業 79歳6ヶ月 男

㈲トシヒロ機
械

光市役所

H17年3月～
H23年4月

令和５年７月～
現在

農業委員
H23年7月～

現在
自家消費

自作地
33,000

水稲、果樹 -
遊休農地の防止。獣害防止の為の
思案等。

いいえ



光市農地利用最適化推進委員の候補者の推薦及び応募の状況（２月２４日時点）

農地利用最適化推進委員候補者応募申込書

R8.7.20

時点の年齢
形態 耕作面積(㎡) 主な作物

1/29 1 三輪 城　俊治 農業 62歳2ヶ月 男

西京銀行

大和コミュニ
ティセンター

事務、渉外

事務

S62年4月～
H8年9月

R7年4月～
現在

農業委員

農地利用最適
化推進委員

H20年7月～
H29年7月

Ｈ29年7月～
現在

兼業
自作地
1,000

施設野菜
これまでの経験を生かして、地域の農
業に貢献したい。

いいえ

2/6 2
立野・
小周防

重田　正憲 農業 68歳7ヶ月 男
重田建築設計

事務所
建築設計、監

理
H6年9月～

現在
農地利用最適
化推進委員

R2年7月～
現在

兼業

自作地
3,454
借地

2,357

水稲

6年間、光市農地利用最適化推進委員
をさせていただき、農業を大事にして
いきたいと思うようになりました。少
しでも役に立てるように、引き続き活
動してゆきたいと思います。

いいえ

2/9 3 束荷 河平　幸太 農業 36歳11ヶ月 男

JA南すおう

農事組合法人
つかり

金融業務

作業全般

H24年4月～
H28年3月

H29年4月～
現在

農事組合法人
つかり監事

R5年3月～
現在

専業
借地

400,000

水稲、施設野
菜、小麦、大

豆

田布施農業高校を卒業し、東京農業大
学、南すおう農協と現在の農事組合法
人つかりまで、私の人生は「農業」が
身近にあることが当たり前でした。近
年、若者から高齢者まで、農業が身近
にある生活は減少していると思いま
す。「田んぼや山が荒れる」、「実家
の米作りができない」、そういった悩
みは、農業を身近に感じることで改善
できると思っています。

いいえ

2/10 4
岩田・
岩田立

野
森本　鉄之 農業 75歳9ヶ月 男

周南電工㈱

徳山港運㈱

フェロクロム
製錬・技術管

理

石灰石粉製
造・運転

S44年3月～
H15年6月

H15年7月～
H23年5月

JA南すおう
理事

農業委員

農地利用最適
化推進委員

H15年7月～
H21年6月

Ｈ17年7月～
H20年7月

R2年7月～
現在

専業

自作地
7,500
借地

2,580

水稲

地域の農業維持のために、R2年7月か
ら現在まで農業委員会のメンバーとし
て地域とのコミュニケーションを保っ
て休耕農地の増加の歯止めに尽力した
いと思っています。

いいえ

2/13 5
岩田・
岩田立

野
弘田　靖 農業 73歳4ヶ月 男 教師 教師

S53年4月～
H25年3月

農業委員

農地利用最適
化推進委員

農業委員

H26年7月～
H29年7月

Ｈ29年7月～
R2年7月

R2年7月～
現在

専業

自作地
2,800
借地

12,400

露地野菜

日本の農地等の利用について非常に関
心があり、平成26年7月から農業委員
を9年間、農地利用最適化推進委員を
3年間拝命して活動してきたところで
ある。更に「農地等の利用の最適化の
推進」に尽力したいため農業委員に応
募するものである。
抱負としては、農業委員と連携を図
り、農業従事者の意向調査、耕作放棄
地の発生の防止、新規就農者の支援、
6次産業化等を視点として活動した
い。

はい

2/13 6 塩田 小山 秋 農業 77歳10ヶ月 男

日新製鋼㈱周
南製鋼所

㈱石城の里
ファーム

ステンレス製
造、溶解作業

農作業

Ｓ42年3月～
Ｈ21年10月

H24年1月～
R8年1月

農地利用最適
化推進委員

大和土地改良
区総代

農事組合法人
石城の里　監

査

R2年7月～
現在

Ｈ25年4月～
現在

Ｈ25年4月～
現在

農事組合
法人石城

の里

借地
270

露地野菜

光地区において、近年、農業従事者の
減少や農地利用集積の限界、耕作放棄
地の増加が懸念されており、これまで
の6年間の農地利用最適化推進委員の
経験を生かした、地域産業の持続的発
展を図るため、農地の調整や担い手の
育成確保に努めていきたい。

いいえ

2/13 7 三井 河井　眞也 農業 49歳11ヶ月 男
㈱ソルコム

小林農林

通信業

農林業

H7年4月～
R3年6月

R3年7月～
現在

農地利用最適
化推進委員

R5年7月～
現在

兼業

自作地
200
借地
700

水稲
光市の農業の維持に貢献したいと思い
ます。

いいえ

応募者

応募の理由
農業委員へ
の応募

受付日 番号 区域 氏名 職業 性別 経歴 職務内容 期間
農業に関する
団体等の役職

期間
農業経営



2/13 8 浅江 西村　 裕 農業 79歳10ヶ月 男 郵便局 事務
S40年4月～
H19年3月

農地利用最適
化推進委員

農業共済組合
共済部長

Ｈ29年7月～
現在

H28年4月～
現在

自家消費
自作地
100

露地野菜

私の住んでいる周りをみても高齢化が
進み、比較的便の良い圃場は業者に耕
作してもらえるが、奥地では好悪放棄
地が多く、すでに樹木が増えて耕作不
能と化し、放棄地が多く増している状
況にあることから、今後の利用意向調
査を早期に実施するとともに、農地中
間管理機構の存在、役割を十分説明し
利用推進を図って遊休農地の発生防
止、解消に努めていきたい。

いいえ

2/16 9
室積・
牛島

上岡　知雄 農業 75歳10ヶ月 男
㈱長船商店

㈱大藤

鮮魚荷受

岡山中央卸売
市場仲買

S48年4月～
S58年2月

S58年2月～　
H26年3月

農地利用最適
化推進委員

R5年7月～
現在

自家消費
借地

5,000
果樹

伊保木地区の中で、私が地域の農業事
情を一番知っているつもりです。これ
までの経験を活かし、今後も地域のた
めに取り組んでいきたいと思います。

いいえ

2/16 10 島田 國弘　久男
整備士

農業
78歳5ヶ月 男 弘中自動車 修理工 Ｓ45～R5

農地利用最適
化推進委員

Ｈ29年7月～
現在

兼業

自作地
52
借地
49.6

水稲
農地利用最適化推進委員をもう1期が
んばってみようと思います。

いいえ

2/18 11 光井 末岡　惠治 農業 70歳10ヶ月 男

光市役所

里の厨事業協
同組合

一般事務

農業体験関係
事務　外

S49年４月～
H27年３月

H27年11月～
R２年５月

里の厨事業協
同組合理事

H28年６月～
現在

兼業
自作地
2,000

露地野菜

耕作放棄地を増やさないようにするた
め、新規就農者を増やすようなお手伝
いが何かできることがあれば、やって
みたいと思った。

いいえ

2/18 12
室積・
牛島

𫝆泉　祐治 警備業 69歳5ヶ月 男 大日警（株） 警備管理
H7年3月～

現在
- - 自家消費

自作地
5

露地野菜、花
卉

農業について問題点を大きく上げます
と、①人・人材不足②技術の継承の流
れができていない③手作業等の人的負
担が大きく、高齢化が進んでいる、以
上3点が上げられます。この改善に
は、経験不足の把握をデータ化、ＡＩ
技術の推進が必要であると考えます。

いいえ


